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問
　
平
成
23
年
度
の
筑
後
市

に
お
け
る
公
共
交
通
の
満
足

度
は
71
％
と
低
下
傾
向
に
あ

る
。
特
に
路
線
バ
ス
は
利
用

人
員
が
５
年
前
に
比
べ
て

17
％
減
少
し
、
市
の
補
助
金

は
３
倍
の
１
７
０
５
万
円
。

路
線
バ
ス
の
あ
り
方
は
。

市
長
　
補
助
金
を
バ
ス
会
社

に
交
付
し
て
路
線
の
維
持
を

図
っ
て
い
る
。
新
設
の
船
小

屋
柳
川
線
は
厳
し
い
状
況
だ
。

今
後
、
赤
字
が
膨
ら
む
予
想
。

費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
。

商
工
観
光
課
長
　
公
共
交
通

の
空
白
地
域
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
動
き
が
あ
れ
ば
、
積

極
的
な
支
援
を
す
る
。
現
在
、

古
川
地
区
で
検
討
中
。

問
　
公
共
交
通
と
し
て
縦
横

の
バ
ス
路
線
は
機
軸
と
し
て

守
っ
て
い
く
べ
き
だ
が
。

市
長
　
バ
ス
路
線
を
ど
う
市

民
の
足
と
し
て
活
用
で
き
る

か
、
公
共
交
通
が
元
気
に
な

る
取
り
組
み
を
し
た
い
。

問
　
船
小
屋
か
ら
筑
後
船
小

屋
駅
ま
で
の
延
伸
区
間
１
・

７
km
の
補
助
金
約
５
７
８
万

円
は
高
額
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長
　
国
の
補
助

を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ

る
。
バ
ス
会
社
と
一
定
協
議
、

整
理
を
し
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
は
年
間
約
50
万
円
程
度

の
見
込
み
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
動
車

は
満
足
度
が
高
い
。
導
入
の

動
き
は
。

存続が危ぶまれるバス路線

筑後市における公共交通の
あり方は

答 公共交通が元気になる
　 取り組みをしたい

北島 一雄 議員

誘
致
目
指
し
て
ガ
ン
バ
ロ
ー

●
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ

い
て

　

周
辺
地
域
、
筑
後
七
国
の

議
会
へ
の
働
き
か
け
や
地
元

市
民
へ
の
強
力
な
周
知
。

　

さ
ら
に
、
議
会
が
率
先
し

て
誘
致
活
動
を
行
う
。
誘
致

成
功
の
際
に
は
、
実
際
の
誘

致
準
備
に
向
け
た
継
続
し
た

取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い

と
の
趣
旨
に
よ
り
、
提
案
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

問
　
筑
後
七
国
の
議
会
へ
の

働
き
か
け
や
市
民
へ
の
周
知

は
具
体
的
に
何
を
考
え
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

答
　
筑
後
七
国
の
議
会
へ
は

筑
後
市
の
支
援
を
す
る
と
い

う
決
議
を
し
て
い
た
だ
く
。

筑
後
市
は
５
万
人
ぐ
ら
い
の

都
市
だ
が
、
周
囲
の
都
市
の

支
援
で
、
他
の
名
乗
り
を
挙

げ
て
い
る
人
口
の
多
い
都
市

に
も
勝
っ
て
い
け
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
様
々
な
取
り
組

み
は
こ
れ
か
ら
委
員
会
で
協

議
し
決
め
ら
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

議
案
と
質
疑
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臨時会報告
８月27日開催

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム

本
拠
地
誘
致
の
推
進
の
為
、
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
　
原
案
可
決
）
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